
※一部、殺菌乳酸菌の取扱いもあり。
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ロタ株を配合、「Newヤクルト」、
クルト400シリーズ」販売好調

ヤクル ト本社

開ヤクル ト本社 (東京都港区)では、

ヤクル ト類を中心とした乳製品の販売が

好調に推移している。7月に同社が発表し

た平成31年 3月 期の第 1四半期決算では、

国内の飲料および食品製造販売事業部門

連結売上高は、562億3,800万円 (前年同期

比8.2輪増)となるなど、引き続き乳酸菌

市場をけん引している。

販売プロモーションについて、「乳酸菌

シロタ株の科学性を広く普及するため、

エビデンスを活用し、地域に根ざした価

値普及活動を積極的に展開した」として

おり、昨年よリスター トした、商品のお

屁けをインターネット上で申し込むこと

ができる「ヤクル ト届けてネット」によ

るサービスも全国 (一部地域を除く)で

展開するなど、新規顧客の開拓に注力し

ている。また、同社ではヤクル トレディ

の働く環境整備も推進。40歳以上のヤク

ル トレディを対象に、乳がん検診の受診

を支援する活動を行うなど、宅配組織の

強化を図っている。

同社は、乳酸菌シロタ株やビフィズス

菌BY株などを利用した乳製品を中心に幅

広い商品をラインアップ。今年4月には、

昨年新発売した乳酸菌シロタ株とガラク

トオリゴ糖を一緒に摂ることができる

『シンバイオティクス ヤクルトW」 のパッ

ケージをリニユーアル。同品は、1本中に

乳酸菌シロタ株を300億個含有し、腸内の

ビフイズス菌を増やすガラクトオリゴ糖

を2.5g加えているのが特長。手軽に毎日飲

んでいただくために、飲みきりやすいパ

ーソナルタイプの容器を採用し、女性に

も飲みやすい甘さ控えめの風味に仕上げ

ている。「脂肪ゼロ」の商品も好評で、発

売以降順調に売上を伸ばしている。

このほか、「ヤクルト 400LT」 の広告タ

レントに俳優の松坂桃李さんを新たに起

用するなど、「ヤクルトシリーズ」の広告

展開についても強化している。

『コーカサス地方アルメニアの宝
ネ菌の力を凝縮したナリネシリーズ』を発売

Health & Wel lness Partners

Hcalth&Wellness Partnersm(東 京都新宿

区)は、南コーカサス地方アルメニア共和

国で生産されたナリネ乳酸菌アシドフィ

ルスEr-2を主成分とした「ナリネ
。シリー

ス」6種類の商品販売を 8月 より開始した。

ナリネ菌は、1953年に発見された赤ち

ゃん由来の乳酸菌。これまで、 1日ソ連で

は健康維持はもとより、「天然の抗生物質」

として、腸内感染症をはじめ数多くの疾

患の予防や治療薬として、60年以上にわ

たり広く使用されている。またオリンピ

ック選手の健康維持や、チェルノブイリ

原発事故の被曝者の治療にも使われ、そ

の実績は高く評価されている。

医学的にも、臨床データや論文は200近

くにも及び、その安全性と高い機能性か

ら、WHOやロシア科学アカデミー食品研

究所において、優れた補助食品として推

薦されている.1997年のVitamax―E社の創

業以来、世界10数 ヵ国に700万個の販売実

績を持つ。

また他の乳酸菌に比べ、耐酸性が強く

腸まで生きて届き、腸内での定着力や増

殖力が顕者であることも特徴。生体の免

疫力を増強するインターフェロンの生産

を高めるという研究も報告されている。

海外では、医薬品として使用されている

ナリネ菌だが、日本ではサプリメント

(健康補助食品)と して提供される。

今回新発売する商品は、純正ナリネ菌

100りの「ピユア・ナリネ」をはじめ、東

欧では医薬品として発売されているE.coli

M-17を配合した「ナリネ 。フォルテ」と5

種類の善玉菌を加えた「ナリネ+5」 の 2

種類のプレミアム商品もラインアップ。

また21種類の果物を凍結乾燥しビタミン

Cをプラスした「フルーツ。マックスKids」

など、ナリネ菌の力を存分に体感できる

ラインアップとなっている。今後、同社

ではクリニックなどを中心に販売を進め

ていく予定。また製薬 。医薬品メーカー

や食品メーカー向けの原料供給も視野に

入れている。

原 料

や「歯の健康」に着目
プヽロバイオ製剤をラインアップ
デュボンニュートリション&ヘルス

デユポンニユー トリション&ヘルス

(東京都千代田区)は、ビフィドバクテリ

ウム、ラクトバチルス、サーモフィラス

など、20種類以上のプロバイオティクス

を幅広くラインアップする世界的メーカ

ー。今年 8月 には神奈川県にイノベーシ

ョン&アラ

するなど、

ョンの提夢

っている。

おける生壱

データを彩

するアプし

いる。

原料供羅

る「HOWAI

に注目が舅

肪低減」べ

したものて

フィズス壱

インアッラ

ロース)日

ボプロダ

「 B420TM」 と

を組み合え

のミックラ

脂肪の低滅

「HOヽVA]

では、プラ

セボ対照 :

(1.4kg) i成

減少した13

ことを確認

除脂肪量カ

る。同社で

り、食事ヾ

く、刺激斉

者は無理乏

を減らし長

る」とし、

採用も進ん

一方、三

HN019TM株

引き続き勇

としてすて

境の改善フ

を整えるこ

改善する」
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